
令和７年度(2025 年度)とうきょう すくわくプログラム活動報告書 

                                    八王子エンゼルホーム 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞ 

 

＜テーマの設定理由＞ 

 

２．活動スケジュール 

 

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

 

４．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ 

 

 

文化 

 

給食で月に１回世界のメニューがでることで、色々な国に関心を持ったこと、地図や地

球儀にも興味があり、生活や遊び等に期待を膨らますことが出来そうだったから。 

 

・給食 月に１回 

・地図を作ってみよう 

・留学生との交流（月４～１０回） 

・１月 着物体験、正座体験 

 

・模造紙、絵具 

・日本あそび 

・着物体験記録の写真、台紙 

 

 ・地図や地球義で、月に１度の給食の国を探したり、国旗を探したりした 

・絵具や模造紙を利用して、個々地図を作成した 

 ・日本の遊びを中国留学生に教えたり、学んだり、言葉の違いに興味を 

もったりして過ごせた 

 ・着物を着つけてもらい、動きにくかったり何枚も何枚も着る大変さを 

  実感して、体験記録を作成した 

   

 

・ 

 



＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり〉 

５．振り返り 

＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

    

 

・日本から近いのか、どこのあるのかと、友だちワクワクしながら探していた 

・形が様々で、何に似ているかと話をしたり、特産品や静物画なのがいるのかまで 

 興味をもち、保育者にも質問しながら取り組んでいた 

・中国語に興味をもち、また日本の遊びを一緒にすることで、こうやって遊ぶんだと 

 こえをあげ、きれいなおはじき等にも、興味津々だった 

・着物を着る前に足袋を履くことに驚き、紐の多さに驚き、きれいに着られた喜びは 

 多くあったが、動きにくさ、正座の苦痛さ、脱ぐときの大変さを口にしていた。 

 

・ 

 

 

 

 

・世界を知るというのは難しいかと思っていたが、１歳児でも国旗に興味をもったり、

冬季オリンピックも重なり、国の名前を口ずさんだりと興味をもつことの大切さを

学んだ。 

・中国の留学生との交流も、中国のことだけではなく、日本の遊びを知りたいという留

学生のために、こどもたちが日本の昔あそびのお手玉やおはじきに触れ、色々な気付

きがあった。今後も触れ合える機会を持てると良いなと感じた。 

・日本の文化で、着物体験と正座体験を行ったが、楽しい反面、大変な事にも気付くこ

とが出来たので、取り入れることが出来て良かったと思う。 


